













































ム,空 気 の流れ,周 囲の匂 いや音の変化,
そ して時間的経過の中で変化する視覚世界,
それ ら一切が渾然一体 となって全身的に受
け止め られる。 しか も,鹽「ある き」 なが ら
とらえられる視覚世界は,た だパースペク
ティヴな もの として目の前に広が っている
のではな く,歩 を進めるたびに最初側面 し
か見えなかったものが次第にその正面を現
わ してき,今 まで前方にあった ものが背後
に消えて,す なわち,未 知なる 「あそこ」
が既知なる 「ここ」 にな り,、しかも絶えず
関心は移 り,世 界は構成 し直される。それ
はまた単 に対象として 目の前 にあるのでは





え,彼 は甘美 な陶酔を感 じて,そ の広大な
美 しい体系の 中に消え失せ,そ れに同化 し
た自分を感 じる。そのとき個別的な対象は
すべて彼 の視界を去って,彼 はすべ てを全
体のうちに見,ま た感 じる」と。
しか しなが ら,わ れわれは 日常的には絶
えず前方へ と忙 しく駆 り立て られていて,






続 けている。そ して,時 にそうした緊張感
から解 き放たれたい,す なわち 目的や時間
を欠いた状態に身を置 きたいという欲求が
生 じる。つ まり,ボ ルノウのいう 厂さす ら
いある く」ことを望む。「さす らいあるく」
とは,日 常的に買い物や通勤といったある
明確 な目的があ って歩 くのではな く,気 晴
らしの散歩,散 策,漫 歩,ぶ らつきなどを
含み,自 己 目的と して 「ある く」。そ して
「さす らいあるくことは,人 間が,人 間の
現存在の 目的へ のあまりにも大 きくなった
執着から脱 出しようと試みる形式なのであ
る」 ともいう。
旅はそ うした 「さす らいある き」の究極
的な形であるだろうが,都 市生活 を余儀無





くねった狭い道 をゆ くほうが 「あるく」楽
しさは大きいということがある。そこでは,
ヒューマンスケールに応 じた道路の幅と建
物がわれ われ を包み込み,「迷路」の よう
な曲が りくね りに身をまかせているうちに
視覚的,論 理的に街を対象化 して眺めるの
ではな く,全 身的感覚で受け止めなが らそ
の街の空間に 「分け入る」ことがで きる。
また,平 坦であるより坂や階段 のある道の
魅力 につ いては,B.ル ドルフスキーが述
べているとお りであ り,そ の言葉 を借 りれ


























わち 「太い」のも 厂細 くよじれて」いたり
「縺れ」そうなのも,魅ヵ李る線的要素が
様々あって,あ る距離 を連続 して繋いでゆ
けるかどうかである。つま り,日常空間の
中に非 日常空間を求めて,半 ば 「遊び」 と
して,道 に 「紛 れ」厂迷 い」 「逸 れた り」
「滲み出 した り」 して 「ある く」。そ して,
その都市が魅力的であるか どうかは,そ の
ようなわれわれの 「気 まぐれ」 をいかに受
け止め られる余裕や選択肢を持つかにある
ともいえよう。
(かとう・じゅんこ 成安女子短期大学)
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